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衆議院安全保障委員会ニュース 

平成 27.5.14 第 189回国会第 10号 

 

5月 14日（木）、 第 10回の委員会が開かれました。 

 

１ 防衛省設置法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 33号） 

・中谷防衛大臣、中山外務副大臣及び政府参考人に対し質疑を行い、質疑を終局しました。 

・大串博志君外３名（民主）提出の修正案について、小川淳也君（民主）から趣旨説明を聴取しました。 

・原案及び修正案に対し、津村啓介君（民主）及び赤嶺政賢君（共産）が討論を行いました。 

・修正案について採決を行った結果、賛成少数をもって否決されました。 

（賛成－民主、社民 反対－自民、公明、共産 欠席－維新） 

・原案について採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

（賛成－自民、維新、公明 反対－民主、共産、社民） 

・小野寺五典君外３名（自民、民主、維新、公明）から提出された附帯決議案について、下地幹郎君（維新）から趣

旨説明を聴取しました。 

・採決を行った結果、賛成多数をもってこれを付することに決しました。 

（賛成－自民、民主、維新、公明、社民 反対－共産） 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

下 地 幹 郎君（維新） 

・新設される防衛装備庁には、防衛装備品調達に係る予算

や権限が集中することから、不祥事の防止のためには業

務の透明性及び公平性の確保が重要であると考えるが、

中谷防衛大臣の見解を伺いたい。 

・防衛省設置法第 12 条の改正により文民統制が強化され

ることについて、国民の理解が進んでいないと考えるが、

理解を得るための方策について、中谷防衛大臣の見解を

伺いたい。 

・現在でも自衛隊機と民間航空機が共用する那覇空港の滑

走路が混雑し、自衛隊機の訓練が制約されている状況に

おいて、航空自衛隊Ｆ－１５戦闘機の那覇基地追加配備

により、その制約が更に強まることから、同空港での訓

練体制を再検討する必要があると考えるが、中谷防衛大

臣の見解を伺いたい。 

 

玉 木 雄一郎君（民主） 

・オバマ政権は、尖閣諸島に日米安全保障条約第５条が適

用されると言いつつも、現実に何らかの事態が発生して

も同条に基づく行動をとらないのではないかと危惧して

いるが、中谷防衛大臣の見解を伺いたい。 

・平時においては、防衛省内部部局の文官が予算を通じて

自衛隊の活動を統制することが文民統制において重要な

機能を果たしているのではないのか、中谷防衛大臣の見

解を伺いたい。 

・我が国に対する武力攻撃が発生する明白な危険が切迫し

ていると認められるに至った事態においては、自国が直

接武力攻撃されていないため、防衛出動を発動しても個

別的自衛権に基づく武力の行使はできないが、ホルムズ

海峡における存立危機事態においては、自国が直接武力

攻撃されておらず、我が国に対する武力攻撃も切迫して

いないにもかかわらず、集団的自衛権に基づく武力の行

使をできるようにすることは、バランスを欠いているの

ではないか、中谷防衛大臣の見解を伺いたい。 

 

赤 嶺 政 賢君（共産） 

・近年、那覇空港周辺地域から早朝に離着陸する自衛隊機

の騒音に関する苦情が多数沖縄県等に寄せられているが、

なぜ自衛隊が早朝に離着陸訓練を行う必要があるのか、

防衛省に伺いたい。 

・米中両国が中国の海南島付近で、お互いに偵察飛行等を

行うような安全保障上不安定な関係から抜け出すために、

我が国としてはどのような取組を行っているのか、中谷

防衛大臣の見解を伺いたい。 

・４月 27 日に日米両政府が合意した新たな日米防衛協力

のための指針は、従来の調整メカニズムに代えて「平時

から利用可能な同盟調整メカニズム」を設置するとして

いるが、なぜこれが必要なのか、中谷防衛大臣の見解を

伺いたい。 

 

照 屋 寛 徳君（社民） 

・特殊作戦部隊を運搬するＣＶ－２２オスプレイが横田飛
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本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 

行場に配備されれば、同機は特殊作戦部隊が常駐する在

沖縄米軍基地へ飛来するのは明白であり、沖縄の基地負

担は軽減されないと考えるが、政府は、いかなる理由で

同機の横田飛行場配備が沖縄の負担軽減につながると考

えられるのか、中谷防衛大臣に伺いたい。 

・中谷防衛大臣は、５月 12 日の記者会見でＣＶ－２２オ

スプレイの機体の安全性は確認されていると述べている

が、同機の事故率はＭＶ－２２オスプレイより高いので

はないのか、中谷防衛大臣の認識を伺いたい。 

・５月９日の翁長沖縄県知事と中谷防衛大臣の会談で、翁

長知事は、沖縄において在日米軍に係る事件・事故が発

生した場合、沖縄防衛局職員が県や関係市町村に出向い

て当該事件・事故の説明をして先方の意見を聞くよう中

谷防衛大臣に要請したが、この要請への対応方針を中谷

防衛大臣に伺いたい。 

 

 

 




